
令和６年度台東区予算案プレス発表

令和６年２月１日

台東区
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⇒物資の支援

⇒職員の派遣

⇒本庁舎ほか１２施設で義援金の受付
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「令和６年能登半島地震」について

被災地への支援

●物的、人的支援を通じて、全力で救援・復興を支援

被災地の需要に応じて、
２３区が連携して支援を実施



●地震発生を受け、緊急防災対策として２億円を計上

⇒防災備蓄品を購入

衛生対策…排便袋、薬用洗口液

環境改善…避難所パーテーション

授乳服セット、蓄電池

（水・食料・生活必需品の備蓄）
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「令和６年能登半島地震」について

令和６年度予算の対応（災害時の体制強化）



令和６年度の予算の基本的な考え方
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・所得環境の改善や企業の設備投資意欲の後押し等が相まって、
民間需要主導の経済成長が実現することが期待される。

・海外景気の下振れリスクや物価動向に関する不確実性、金融資
本市場の変動等の影響に十分注意する必要がある。

国による令和６年度の経済見通し

・依然、厳しい経営環境が続く。

区内の零細・中小企業



令和６年度予算の基本的な考え方

・災害対策の強化

・子育て支援、高齢者・障害者へのサービスの充実

・デジタル化や脱炭素社会の実現に向けた取組み 等

⇒様々な行政需要が増大

区の財政状況

・特別区交付金の増を見込む

・国における税源の更なる偏在是正措置の検討

⇒影響を十分注意する必要

歳
入

歳
出



○法人住民税の一部国税化

•法人住民税法人税割を一部国税化（地方交付税の原資化）

○地方消費税の清算基準の見直し

•地方消費税の配分割合のうち、人口比率の大幅な引き上げ

○ふるさと納税制度

•ワンストップ特例制度の導入、返礼品目的の寄附の増加
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不合理な偏在是正措置及びふるさと納税制度

特別区全体の累計で約１兆６千億円の貴重な税源が
一方的に奪われている。



令和６年度予算の基本的な考え方
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区の将来像「世界に輝く ひと まち たいとう」
の実現に向け、

「前進を実感できる予算」となるように編成

一般会計予算規模は、過去最高額の１，２３２億円

【参考】令和５年度 １，１１７億円
前年度比 ＋１１５億円 (＋１０．３％）



令和６年度予算 各会計予算規模
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※各数値を四捨五入しているため、合計は合わない。

令和６年度 令和５年度 比較 増減率

一 般 会 計 1,232億円 1,117億円 ＋115億円 ＋10.3％

特
別
会
計

国民健康保険事業会計 236億円 229億円 ＋6億円 ＋2.8％

後期高齢者医療会計 58億円 57億円 ＋1億円 ＋1.8％

介 護 保 険 会 計 185億円 177億円 ＋7億円 ＋4.2％

老 人 保 健 施 設 会 計 4.2億円 1.6億円 ＋2.6億円 ＋157.4％

病 院 施 設 会 計 6.0億円 3.0億円 ＋3.0億円 ＋99.5％

一般会計と特別会計を
あわせた総額

1,720億円 1,585億円 ＋135億円 ＋8.5％



令和６年度の主な事業

Ⅰ 「こどもまんなか社会」の実現

Ⅱ 福祉の推進

Ⅲ 安全安心で快適なまちづくり

Ⅳ デジタルを活用した行政サービス向上

Ⅴ 区有施設の整備

Ⅵ 文化資源の活用による地域活性化
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＜子育て支援＞

●母子保健と児童福祉の一体的な

相談支援体制を整備
（こども家庭相談支援）

●出産時の経済的負担軽減として、

区独自に５万円を助成
（出産費用助成）
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Ⅰ 「こどもまんなか社会」の実現



＜放課後対策＞

●民設こどもクラブの開設

蔵前小学校及び田原小学校の周辺地域

（こどもクラブ整備助成）

●放課後子供教室の実施

東泉小学校、黒門小学校、松葉小学校

（放課後子供教室運営）
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Ⅰ 「こどもまんなか社会」の実現



＜グローバル教育＞

●中学生海外短期留学派遣を再開

派遣先…ノーザンビーチ市、シドニー市

（中学生海外派遣）

●体験型英語学習施設での校外学習の対象拡大

⇒区立小学５年生全児童を新たに追加

※従来は区立小学６年生全児童 （グローバル教育の推進）
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Ⅰ 「こどもまんなか社会」の実現
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＜介護・障害福祉サービス人材の確保＞

●事業者に対する支援

⇒求人広告や就職説明会等の経費を助成、

宿舎借上げ助成

●従事者に対する支援

⇒研修受講等費用の助成を充実

（介護・障害福祉サービス人材確保）

Ⅱ 福祉の推進
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＜高齢者支援の拡充＞

●高齢者ふれあい入浴

⇒入浴券の対象者・給付枚数を拡充

⇒公衆浴場無料開放日を３日に拡充 ※従来は２日

●聞こえの改善機器購入費助成

⇒補聴器の購入費の一部を最大５万円助成

※６５歳以上の住民税非課税世帯で補聴器が必要な方

Ⅱ 福祉の推進
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＜災害に強いまちづくり＞

●木造建築物に対する耐震診断等助成

新耐震基準の木造住宅への助成の新設

旧耐震基準の木造住宅への助成の上限額を引き上げ

（安全で安心して住める建築物等への助成）

Ⅲ 安全安心で快適なまちづくり
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＜都市機能の整備＞

●小島公園にスポーツコーナーを設置

●西町公園、小島公園、谷中清水町公園に

バリアフリートイレを整備
（魅力ある公園の整備／さわやかトイレ整備）

Ⅲ 安全安心で快適なまちづくり

19小島公園スポーツコーナー整備イメージ 西町公園トイレ整備イメージ



＜新たな交通手段の検討＞

●グリーンスローモビリティの実証実験
区内の公道を走行

⇒運行の安全性やニーズ、事業性等を検証

Ⅲ 安全安心で快適なまちづくり
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＜脱炭素社会の実現＞

●共同住宅・事業所に対する省エネ推進助成を充実

ＬＥＤ照明等の導入経費の助成を充実

⇒ 助成率５０％ 最大７５万円

※従来は助成率２０％ 最大３０万円

（我が家の省エネ・創エネアクション支援／我が社の環境経営推進）

Ⅲ 安全安心で快適なまちづくり



Ⅲ 安全安心で快適なまちづくり
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＜脱炭素社会の実現＞

●区有施設の照明ＬＥＤ化

⇒５３施設を整備

●プラスチック資源のリサイクル

⇒プラスチックの分別回収・資源化

令和４年度 モデル事業開始

令和６年度 一部地域で実施

令和７年度 区内全域に拡大

整備イメージ
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＜相談体制の強化＞

●ＬＩＮＥ相談の実施

「こころと生きかたなんでも相談」において、

新たにＬＩＮＥ相談を毎日実施

⇒誰もがいつでも気軽に相談できる環境を整備

（はばたき２１相談室）
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Ⅳ デジタルを活用した行政サービス向上



＜障害者支援の強化＞

●障害者支援アプリを活用した支援

⇒障害種別や手帳等級に応じたサービス等の検索が可能

⇒利便性及び情報アクセシビリティを向上

（障害者支援のデジタル化推進）
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Ⅳ デジタルを活用した行政サービス向上



＜まちづくりＤＸ＞

●台東区全域の３Ｄ都市モデル（ＬＯＤ２）を整備

⇒自治体内全域のＬＯＤ２整備は２３区初

（まちづくりＤＸの推進）

Ⅳ デジタルを活用した行政サービス向上
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他自治体での３Ｄ都市モデル整備例
（画面左側がLOD1、画面右側がLOD2）

・建物の箱型モデル
・高さ情報を活用した
各種ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝが可能

・建物の屋根形状表現
・景観ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
・都市計画・建築規制の検討

ＬＯＤ２
＋屋根形状

ＬＯＤ１
建物＋高さ情報
＜箱モデル＞

ＬＯＤの概念（国土交通省ＨＰより）
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●（仮称）特別養護老人ホーム「竜泉」

令和７年３月 開設（区立特別養護老人ホームを再編成）

⇒入所定員数の充実、居住環境の向上

●竜泉福祉センター

令和６年１０月 開設

⇒介護予防事業の実施、

区民の交流・自主的な活動のための場を提供
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Ⅴ 区有施設の整備



Ⅴ 区有施設の整備
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●したまちミュージアム

令和７年３月 リニューアルオープン

⇒昭和３０年代のまち並み、住まい、暮らしの様子を再現

⇒情報コーナーを新設、展示スペースを拡充

金杉通り沿い再現展示イメージ外観イメージ
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Ⅵ 文化資源の活用による地域活性化

＜べらぼう ～蔦重栄華乃夢噺～＞
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蔦屋重三郎 「箱入娘面屋人魚」
（国立国会図書館蔵）

左「三代目大谷鬼次の奴江戸兵衛」 ColBase
右「ポッピンを吹く娘」 ColBase

つたじゅうえいがのゆめばなし



Ⅵ 文化資源の活用による地域活性化

＜まちの賑わい創出の取組み＞

べらぼう ～蔦重栄華乃夢噺～

●大河ドラマ館及びお土産館を台東区民会館に開設

●ゆかりの地を結ぶ区内回遊促進事業を実施

●関連講演会等で機運を醸成
（大河ドラマ「べらぼう」活用推進／江戸に親しむ）
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つたじゅうえいがのゆめばなし



Ⅵ 文化資源の活用による地域活性化

＜区内事業者支援による地域活性化＞

べらぼう ～蔦重栄華乃夢噺～

●新たな商品等の開発に挑戦する

区内中小企業を支援

（大河ドラマ「べらぼう」活用推進）
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つたじゅうえいがのゆめばなし

ColBaseをもとに作成



Ⅵ 文化資源の活用による地域活性化

＜産業の活性化＞

●「巡回相談員」を近隣型商店街へ派遣

⇒課題の抽出・分析や解決策の提案など、

その後の実施フォローまで一気通貫に支援

（商店街活性化アドバイザー）

●店舗等で中小企業診断士による出張相談を実施

（経営相談）
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令和６年度台東区予算案プレス発表

令和６年２月１日

台東区
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